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図１．発災3日後の市内状況（左）と屋内状況（右）
す」と伝えると、それまでこわばっていた住民の方々の表
情が笑顔に変わった。これは約40年間で新見公立短期大
学・新見公立大学が新見市の中で受容され、信用・信頼関
係を築いてきたからこそであると実感した。また、災害支
援ボランティア活動は、発災から2～3日が「緊急対応」、水
害の場合、2～3週間後が「復旧期」となり、この時期、ボ
ランティアの数がピークになる。しかし、その後の復興期
はボランティアセンターの縮小と閉鎖から、被災地外ボラ
ンティアの動員は期待できず、地元住民による復旧作業と
なる注４）。今年度の豪雨災害も例に漏れず、発災から2週間
でボランティアセンターの縮小、そしてボランティア数の
減少が重なり、高齢者を抱えたり、高齢者だけの被災家庭
が窮地に立たされたりした。そのような中、ヤヒロラボが
組織的に支援できたことは復旧作業に入った家庭や飲食
店等を中心に非常に評価された。
また、公立の保育所のうち、大きく被災した地域の保育
所には早々かつ大々的に支援が行われたが、それと比較し
て、私立の保育所の被災が目立たなかったことから、私立
保育所への支援が進んでいなかった。この保育所は病児・
病後児保育室であり、通常の乳幼児も体力や免疫力が大人
と比較して低いが、病児・病後児はさらに低く、水害時に
多い感染症等の危険を回避するために、当該保育園の周辺
の汚泥と汚砂の処理を行った（図２）。
２−２　被災家庭および災害ボランティアへの寄付活動
今回の災害では、発災翌日から天候は回復し、一方で気
温が非常に高くなったため、汚泥は一気に乾燥して汚砂へ
と変わっていった。水害の際の汚泥は下水道やし尿槽の汚
水等が逆流して汚染されていることが多いため、これらの
汚砂がレジオネラ菌等を含んでいて、風で舞い上がった土
埃が口に入った場合、呼吸器系の感染症にかかるという水
害の二次被害も予測される。災害現場で活動しているボラ
ンティアたちのほとんどが、気温の上昇から暑くてマスク
を外してしまったりしていた。そこで、ヤヒロラボでは、呼
吸のしやすい「排気弁付きの防塵マスク（N95）」の寄付を
SNS上で全国に向けて募り、690枚を新見市社会福祉協議
会に、564枚を民間の災害ボランティアチームに寄付した。
また、社協等にボランティアのニーズを調査し、ゴム手袋
を60セット、土嚢袋は充足していたがゴミ袋が足りなかっ
たため90リットルのゴミ袋を300枚寄付した。その他、経口
飲料水48本、塩飴100袋、タオル100枚を同時に社協へ寄付
した。
前述の通り、災害翌日から晴天が続き、気温が33度から
36度と非常に高温となった。そのため、ボランティアセン
ターを通したボランティアたちも民間のボランティアた
ちも予想以上に飲料水を必要とした。そこで、ヤヒロラボ
は、災害ネットワークを活用し、東日本大震災以降、災害
支援活動に取り組む音楽アーティスト、MAN WITH A
MISSIONのトーキョータナカ氏と連絡を取り合い、トー
キョータナカ氏が展開する「#サポウィズ」注５）という寄付
システムを通して、飲料水1万本の寄付を受けた。この飲料
水は、新見市内の各被災地で活動にあたるボランティアた
ち、自宅の復旧作業を自力で取り組む家庭（実質的に一人
暮らしの高齢者宅中心）に配布した（図３）。
さらに、新見市内の2店の飲食店で冷蔵庫や冷凍庫等の
家電が使用不可能となったため、「#サポウィズ」の家電支
援制度を活用し、廃棄となった冷蔵庫と冷凍庫と同等の新
品を寄付することができた（図４）。
また、9月4日から、日本で最も漬物のシェアを誇る岩下
食品の岩下和了社長の全面的協力を得て、岩下食品の看板
商品である「岩下の新生姜」のロゴ入りのラバーバンドを
ヤヒロラボとのコラボレーションで制作、販売して全国か
ら寄付を募り、新見市内での被災地支援の資金を捻出した
（図５）。この活動支援金は、大阪のパンクロックバンド
SPREAD、静岡の覆面和装集団GESUMETARUの募金活
動による寄付も受けた。
また、今回の新見市豪雨災害では、本学の学生にも床上
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図２．保育園前の側溝の汚泥を除去する作業
図３．#サポウィズによって寄付された飲料水1万本
新見市令和元年９月集中豪雨災害における局所災害支援活動報告
浸水の被害が出た。ヤヒロラボは、これまでロックバンド
のELLEGARDEN高橋宏貴氏と共に、東日本大震災震災遺
児孤児支援活動を推進していた経緯があり、高橋氏から被
災学生への物資提供を受け、新品の電化製品等の寄付をす
ることができた。
３．今後に向けて
日本全国で災害が多発し、その度ごとに災害ボランティ
アセンターを運営する社会福祉協議会や、自治体主導の支
援の限界が指摘され、さらには厳しい批判がなされること
が多い。それは、一目でわかるような甚大な被害が少ない
場合、国からの財政的な支援はほとんど受けることができ
ず、最初から「公助」が非常に機能しにくい状況に追い込
まれてしまうことも一因である。結果、例えば、目立ちに
くいが非常に苦労させられる被害の家庭や、災害直後では
なく、後から判明してくるニーズをボランティアセンター
や市が聞き取りに行けなかったことなどに影響し、つまり
は支援の入口の部分で頓挫し、市民の不安や不満を増大さ
せることが多い。ヤヒロラボの災害支援活動の目標は「共
助」を刺激して、停滞しがちな復旧活動を少しずつ推し進
め、「自助」で個別家庭が疲弊しないように努力すること
にあり、それこそが「公助」の脆弱な性質の一部を補完す
ると考えている。そして、その活動が、公立の大学の研究
室が果たすべき地域への貢献の責務のひとつであるとも
考えている。
しかしながら、それは、活動資金や物資、そして何より
も活動する人の数が充足しなければ実践不可能である。災
害直後は他県や他市からもボランティアが駆けつけるが、
大災害でない限り、１ヵ月後、２ヵ月後にはほとんど他県
や他市からの人的援助は期待できなくなる。最終的には地
元の人間がどれだけ熱心に取り組むことができるか、地元
の災害に無関心な人間がどれだけ少ないかということに
なり、防災や災害支援の視点からこれまで指摘されてきた
「災害が発生する前から訓練や講座等の繰り返しによっ
て、当事者意識を地元の人間が持ち合わせるようになれる
かが重要」であることが再確認された。そして、例えばヤ
ヒロラボが地元の大学のひとつの研究室による災害支援
活動として、被災された方々へ支援することで一定の評価
を得ることに留まらず、地元の住民たちと一丸となって活
動を進めていくことができてこそ、災害支援活動がより充
実した地域貢献活動にも繋がっていくと考える。
また、本学の学生は「防災士」の資格を取得することが
可能である。卒業後に自分の住む町がたとえ被災してしま
っても、地域に貢献できる人材を輩出していけるように、
教員も努力していきたいと、今回の災害支援活動を通して
強く感じた。
注
注１）9月4日の早朝6時に解除。
注２）新見市の被災状況については、新見市発表の「令和
元年9月集中豪雨災害による被災状況等」（2019年9月20
日15時現在）による。
注３）新見市：第７期新見市高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画、2018、9-10．
注４）社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会：災害ボランテ
ィア活動ハンドブック、滋賀県災害ボランティア活動連
絡会、2009．
注５）「#サポウィズ」とは、ロックバンドMAN WITH A
MISSIONが、自らの活動を通じてオンラインおよびオ
フラインで募った寄付を、全国の被災者に対して浄財や
物資で支援したり、ボランティア活動に携わる人々の活
動資金を支援したりするための寄付システム。
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図４．#サポウィズを活用しての飲食店への家電支援
図５．岩下食品とのコラボの災害支援用ラバーバンド
